このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会や単産に送って下さい。
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福田内閣の増税路線許さない、

各地で署名提出行動や学習会開く
　
☆県議会へ１１５団体の署名提出、代表者会議も＜愛知＞
　消費税をやめさせる愛知連絡会は９月25日、「消費税税率引き上げに反対する意見書の採択を求める請願署名」１１５団体分を、青山県会議長に手渡しました。県議長室での提出には保険医協会、愛商連、消費税をなくす会から３人が参加。提出に先立ち、19日に自民、民主、公明の３会派に紹介議員の要請をおこないました。しかし、すべての会派が「紹介議員」になることを断り、請願署名は「陳情署名」として扱われることになりました。

　９月19日には、同連絡会の団体・地域代表者会議を開催し、６団体14地域から26人が参加しました。第一部では「全国で１０００万の対話・署名」の提起を受けて、愛知でもこの秋から来年３月末までに65万の対話・署名をめざすこと、10・28国民大集会に代表を送ることなど地域からの運動を広げることなどが提案され、拍手で確認しました。

　第二部では日本共産党経済政策委員の垣内亮さんが「日本の財政と税制を問う――消費税と国民本位の税制とは」と題して講演。参加者から「先進諸国の中で、最低水準である日本の基礎控除やマスコミに情報操作された債務額を明快な理論で論破したのは痛快だった。債務がつくられた原因を社会保障費にすりかえようとしている政府の宣伝に怒りを感じる」「大企業には減税、国民・中小企業は減税の恩恵がない。庶民の暮らしを無視した消費税増税の動きは絶対阻止しなくては。草の根の運動を大いに盛り上げ世論をつくっていきたい」などの感想が寄せられました。
☆社会保障の３回連続講座がタイムリーと好評＜東京＞

東京各界連は8月28日から9月10日までの３回にわたって「消費税増税を許さないサマーセミナー」を開催、のべ72人が参加しました。今回の企画は、これまでも消費税導入や増税の口実にされ、今後の増税でも大キャンペーンが予想される「医療、福祉、地方財政」問題から消費税増税を考えようと計画したもの。それぞれの分野の現場の専門家がレクチャーし、参加者の質問にも答えました。内容と講師は「医療構造改革の特徴とねらい～後期高齢者医療制度を中心に」（東京民医連事務局次長、前沢さん）、「生存権と生活保護裁判、住民税・国保の負担軽減・減免制度」（東京都生活と健康を守る会会長、須山さん）、「地方税・財政危機と徴税強化、広がる地方消費税への期待」（都庁職税務連合支部委員長、中村さん）。それぞれの講座は、より広い視野で消費税問題をとらえ、広範な層とともに消費税増税反対運動をとりくむ点で、情勢にぴったりのとりくみとなりました。
☆切りひらいた情勢に確信もち増税阻止を＜大阪・泉南＞

　大阪・泉南地域連絡会は９月17日、阪南市内で「庶民増税許すな、学習集会」を開催、53人が参加しました。中野善弘連絡会会長が「消費税が払えず自殺する人もでるなど生存権が奪われる状況だ。しっかり勉強して大きな運動を展開しよう」とあいさつ。講演にたった清家裕税理士は「安倍首相の辞任は戦争への道と貧困と格差を生み出す政治への国民の怒りに追い詰められたもの。それにもかかわらず、後継者は『消費税増税』を口にし、『消費税を含む税体系の抜本的改革』『民主党との協議』などと、民主党を巻き込んで、なにがなんでも『消費税増税』を狙っている」と批判しました。また、消費税増税をさせないために、消費税の仕組み、国民・中小企業の営業と生活破壊、大企業優遇の「貧困と格差を生み出す」不公平税制の実態について、詳しく説明しました。参加者からは「消費税がなぜ労働者のリストラを促進するのか」「減価償却制度見直しがどうして大企業の減税になるのか」などの質問も出され、清家さんは丁寧に答えていました。閉会あいさつで福井滋二連絡会事務局長（泉南民商会長）は、毎月の宣伝行動が泉南・阪南・岬の全行政区で定着してきたこと、自公政権が国民の審判にさらされているときに、消費税増税を許さない国民的大運動を展開することが必要なこと、10・28国民大集会には代表に多くの署名を託して送り出そう、などを訴えました。
＜署名行動など続報＞
●食費もギリギリと若い派遣社員　兵庫・尼崎各界連は９月25日、定例の宣伝行動をおこない、10人が参加、200枚のチラシを配り、31人から署名が寄せられました。民商の土谷会長、労連の華広事務局次長らが「安倍首相の突然の辞任は参院選で国民が示した『増税ノー』の声に背を向けた路線の破たん。福田新政権は消費税増税路線に突き進んでいる」と呼びかけました。勤め帰りの若い女性は「一人暮らしで派遣社員。家賃を払うと生活が出ない、食費もぎりぎりまで切り詰めている。消費税が上がったら困る」と話しながら署名してくれました。
●10・28へ署名を　新潟市の中地域各界連は、９月28日から、８人で活動を再開。年末までに地域で５千人の署名目標を決め、10・28大集会までに半分の２５００人分をやろうと決めました。
●月３回の定例行動決める　愛知・南連絡会は９月から10、20、30の日に３つの駅頭で夕方の宣伝行動を11月末までおこなうことにしました。「先週もやっていたね、署名するわ」の励ましも寄せられています。
●そのほか、京都・中京、愛知・豊橋などからも報告が寄せられました。
※各地の各界連の行動を知らせるニュースを送ってください
















